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第31回 福島県内大学図書館連絡協議会総会議事録 

 

 

日 時 ： 平成26年9月2日（火） 13：30 ～ 15：00 

場 所 ： いわき明星大学薬学部棟１階 16-103会議室 

出席者 ： 10館19名 

 

開 会   

あいさつ いわき明星大学図書館 館長 東 之弘 

 

議長選出 

平成26年度幹事館のいわき明星大学図書館長が、議長に選出された。 

 

協議事項に先立ち、参加者の自己紹介及び各館近況報告がなされた。 

  

1．協議事項 

(1)平成25年度福島県内大学図書館連絡協議会事業報告及び会計報告（案） 

 常任幹事館の福島大学附属図書館より、平成25年度事業報告及び会計報告（案）が

資料に基づき報告がなされ、各々、承認された。 

 

(2)会計監事の選出について 

 福島大学附属図書館より、会計監事の選出について、加盟館から会費を徴収し運用

している以上、予算額の多寡に拘わらず、会計監査は行われるべきと考えるとの説明

と、平成26年度から会計監事を毎年選出し、総会における会計報告時に、監事からの

監査報告を行なうこととしたいとの提案がなされた。 

 協議の結果、提案の通り承認された。 

 また、会計監事の担当について、年度初めの会計監査実施のため常任幹事館の近隣

館が望ましいとの理由により、平成26年度会計監事は福島県立医科大学附属学術情

報センターへ依頼が出され了承を得た。 

 

(3)会費の徴収について  

 福島大学附属図書館より、平成25年度第30回総会協議事項「平成25年度の会費の徴

収を見送ることについて」の「25年度の会費徴収を見送り、次年度以降も残額等を見合

わせて徴収または見送るということを判断」するという内容で承認されたことについて、毎

年度の「判断」の主体や時期が議事要録から読み取ることができない一方、提案理由に

「繰越金額等により各年度で協議することを合わせて提案する」は、協議により判断する
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ことを前提に承認されたとも推測され判然としないことにより、徴収有無の判断方法を含

め、会費徴収について全般的に協議したいとの提案がなされた。 

 協議の結果、徴収の有無があると各加盟館の予算化が難しいこと、予算を確保しない

と事業計画が立てられないことの理由により、毎年、会費を徴収することとした。なお、事

業を計画する上で予算不足であれば、今後値上げの検討も必要かもしれないとの意見

が出された。 

 

 

(4)平成26年度福島県内大学図書館連絡協議会事業計画（案）及び予算（案） 

 常任幹事館の福島大学附属図書館より、平成26年度事業計画（案）及び上記1.（3）の

協議の結果により会費が計上された予算（案）が資料に基づき説明がなされ、各々、承

認された。 

 

 2．承合事項 

(1)延滞者への催促（督促）の対応フロー等について（提案館：会津大学情報センター） 

 会津大学情報センターより、承合事項「延滞者への催促（督促）の対応フロー等につ

いて」の説明がなされた。各加盟館より事前に提出された回答の資料を基に情報交換が

行われた。 

 

(2)インターネットのオンラインショッピングでの図書購入について 

(提案館：いわき明星大学図書館) 

 いわき明星大学図書館より、承合事項「インターネットのオンラインショッピングでの図

書購入について」の理由について説明がなされた。各加盟館より事前に提出された回

答の資料を基に情報交換が行われた。 

 

 3．その他 

(1)福島県内大学図書館連絡協議会平成26年度実務者研修会について 

 平成26年度はいわき地区が担当なので、幹事館のいわき明星大学図書館より、昌平

図書館（東日本国際大学・いわき短期大学）、福島工業高等専門学校図書館の3館での

担当で、会場は昌平館を予定しており、後日、開催時期、内容を案内することとした。 

 

(2)次期幹事館について 

    次期幹事館に予定されている福島県立図書館より挨拶があった。 

 

閉  会 

 閉会後、幹事館であるいわき明星大学図書館及び学習センターの見学・案内が希望者（13

名）に対して行われた。 

 

以上 
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第21回福島県内大学図書館連絡協議会実務者研修会報告 
 

 

第21回福島県内大学図書館連絡協議会実務者研修会は、東日本国際大学を会場に10

館（公立図書館含む）16名の参加のもと、本研修は「電子書籍」「ディスカバリサービス」を

テーマとして、株式会社紀伊國屋書店からお二人を講師としてお招きして開催されました。 

「電子書籍の可能性を考える―変わる利用者・変わる図書館」についての講演では、ス

マートフォン、タブレットの普及により、電子書籍の利用者が増加している現状を踏まえ、電子

書籍の普及状況、電子教科書の導入事例を通して、今後の利用者サービスへの取り組みに

ついて解説していただきました。 

講演後の質疑応答では、参加者からの質問に講師より丁寧な回答がありました。 

そして、「OCLC とディスカバリサービスの今後」の講演では、図書館が提供する様々なリ

ソースを同一のインターフェイスで検索できるディスカバリサービスについて、その仕組みや

活用事例を通して解説していただきました。 

講演後の講演内容に関する質問とその回答により、仕組み等の理解を更に深めました。 

後に、会場の東日本国際大学・いわき短期大学昌平図書館を見学し、本研修会を終了

しました。 

 

当日の実施要項及び講演資料、電子書籍に関する事前アンケートの集計結果報告は以

下のとおりです。なお、講演資料は公開用のため当日の配付資料とは一部異なります。 

 

 

東日本国際大学・いわき短期大学昌平学図書館 

福島工業高等専門学校図書館 

いわき明星大学図書館 

 

 

 

第21回福島県内大学図書館連絡協議会実務者研修会実施要項 
 

平成27年2月24日 

福島県内大学図書館連絡協議会 

 

１．研修の目的 

 福島県内大学図書館連絡協議会では、年1回実務者研修会を開催することにより、現在の

大学図書館が直面している諸問題に対する認識を深めている。また、その際、講演を拝聴す

るだけでなく、研修会の参加者個々人が意見交換を行う時間を設けることにより、参加者が問

題をより自らに引き付けて考えるきっかけとするとともに、第1回研修会以来の「手作りの研修

会」の伝統を継承する。 

 

２．受講対象者 

 （１）福島県内大学図書館連絡協議会加盟館の職員 

 （２）福島県内の公共図書館職員 
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３．日程及び会場 

日程：平成27年2月24日 13：00～16：10 

会 場：東日本国際大学・いわき短期大学 ラーニング・コモンズ室（4 号館2 階） 

 

４. テーマ 

（１）講演１：電子書籍 

（２）講演２：ディスカバリサービス 

 

５．スケジュール 

12：30～13：00 受付 

13：00～13：10 開会   東日本国際大学 昌平図書館長 北見正伸 

13：10～14：10 講演１ 

「電子書籍の可能性を考える―変わる利用者・変わる図書館」 

講師：株式会社 紀伊國屋書店 

営業推進本部営業企画部 課長補佐 簗瀬 裕子 氏 

14：10～14：30 質疑応答１ 

14：30～14：50 休憩 

14：50～15：50 講演２ 

「OCLC とディスカバリサービスの今後」 

講師：株式会社 紀伊國屋書店 

学術情報商品部OCLC センター 課長補佐 笹川 茂樹 氏 

15：50～16：10 質疑応答２ 

16：10 閉会 

 

※ 閉会後、希望の方へ東日本国際大学・いわき短期大学昌平図書館見学 

 

以上 
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「電子書籍の可能性を考える―変わる利用者・変わる図書館」 

講演資料 
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「OCLC とディスカバリサービスの今後」 

講演資料 
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問1　電子書籍（電子ブック）サービスを導入してますか。

回答数
1　導入している 6
2　導入していない 24
計 30

「第21回福島県内大学図書館連絡協議会実務者研修会」事前アンケート集計結果報告

20%
電子書籍サービス導入

1 導入してい

る

2 導入してい

＜概 要＞

①実施期間：平成27年2月10日（火）～平成27年2月17日（火）

②調査対象：福島県内大学図書館連絡協議会加盟館（13館）・参加館（20館）合計33館

③実施方法：「第21回福島県内大学図書館連絡協議会実務者研修会」開催通知とともに、

メールにて依頼した。実務者研修会のテーマの一つである「電子書籍」に

ついて、加盟館、参加館の傾向を把握するものである。実務者研修会の参

参加に関わらず、メールにアンケート用紙（A4サイズ1枚）を添付の上、

提出を依頼した。

なお、アンケート内容について講演内容へ反映するため、事前に講師に公

開することの了解を得た。

④送付数：30館

※大熊町図書館・浪江町図書館・双葉町図書館は、東日本大震災の影響により休館中

のため未実施

⑤回収数：30館

問2　問1で「導入している」に回答の場合、質問に回答してください
①いつ頃導入しましたか。

・2004年4月頃 2004 1
・2010年度 2010 1
・2012年3月頃 2012 1
・2013年 2013 2
・2013年6月頃 2014 1
・2014年5月頃
回答数　　　6

80%

1 導入してい

る

2 導入してい

ない

16%

17%

17%

33%

17%

2004

2010

2012

2013

2014

導入時期
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②どのような理由・目的で導入しましたか。（複数回答可）
回答数

1　来館せずに利用できるため 3
2　複数の人が同時に利用で
きるため

1

3　利用者からの要望 1
4　配架スペースの削減 1
5　作業量の軽減 0
6　授業で使用するため 1
7　その他 3
計 10

○その他の回答
・学生の自主学習を促進するため。

　　・2013年5月頃にラーニング・コモンズの導入に合わせて試験的に端末(ｉＰａｄ5台)を導入。
　　　電子書籍は2014年6,7月に購入した。

・購入予算が確保できないため。

③　タイトル数をお聞かせください。
・和書87 ・洋書123
・和書3221 ・洋書25075
・和書15　 ・洋書0
・和書399 ・洋書19
・和書506 ・洋書426

・洋書436

④　導入パッケージ、またはプラットフォームをお聞かせください。

30%

10%
10%10%0%

10%

30%

導入理由・目的
1 来館せずに利用で

きるため 3
2 複数の人が同時

に利用できるため 1
3 利用者からの要望
1
4 配架スペースの削

減 1
5 作業量の軽減 0

6 授業で使用するた

め 1
7 その他 3

④　導入パッケージ、またはプラットフォームをお聞かせください。
eBooks on EBSCOhost (NetLibrary)

丸善 eBook Library

化学書資料館

Elsevier ScienceDirect

IEL

IEEE-Wiley eBooks Library

Oxford Digital Reference Shelf

Oxford Scholarship Online（タブレット端末(iPad)とPC～合わせて3台利用可能）

Springer E-Books (SpringerLink)

⑤　電子書籍の導入によって、紙媒体の貸出冊数に変化はありましたか。
回答数

1　増加した 0
2　減少した 0
3　あまり変わらない 6
計 6

100%

電子書籍導入による紙

媒体の貸出冊数の変化

1 増加した

2 減少した

3 あまり変わら

ない
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⑥　導入後の課題をお聞かせください。（複数回答可）
回答数

1　予算確保 3
2　利用者への提供手段（コン
ピュータシステム等）

0

3　人的不足（選定・コンテンツ
管理・　　サポート体制等）

0

4　その他 3
計 6

○その他の回答

・利用者がいない。
・利用者への周知。

問3　問1で「導入していないに回答の場合について、回答ください
①　現在導入していない理由を、次の項目より選んでください。（複数回答可）

回答数
1　予算確保 17
2　利用者への提供手段（コン
ピュータシステム等）

18

3　人的不足（選定・コンテンツ
管理・サポート体制等）

11

4　電子書籍のタイトル不足・
品揃え

9
5　その他 6
計 61

・コンピュータシステム等ではなく、いか
にして学生へ見てもらうかを課題として
います。現状はポスターや広報誌に載
せたり、先生方への授業等で使用してく
ださいといったメールをしました。

50%

0%

50%

導入後の課題 1 予算確保

2 利用者への提供手

段（コンピュータシステ

ム等）
3 人的不足（選定・コン

テンツ管理・ サポー

ト体制等）
4 その他

28%
15%

10%

導入していない

理由

1 予算確保

2 利用者への提供手段

（コンピュータシステム等）

3 人的不足（選定・コンテ

ンツ管理・サポート体制等）

4 電子書籍のタイトル不計 61

○その他の回答

・運用方法など検討していない。
・要望無。
・導入が当町の実情に合うかどうかが見極められないため。

②今後の予定について選んでください。
回答数

1　具体的な予定がある 0
2　検討中 3
3　導入しない 0
4　未定 20
計 23

・デジタル化するための環境。機材、
サーバ、ネットワーク環境等。

29%
18%

ンツ管理・サポート体制等）

4 電子書籍のタイトル不

足・品揃え

5 その他

13%

87%

今後の予定
1 具体的な予定が

ある

2 検討中

3 導入しない

4 未定
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問4　学校関係（大学・短大・高専）の図書館にのみ伺います。
①授業で学生・生徒が使用する教科書等を電子書籍で導入していますか。

回答数
1　導入している 0
2　導入していない 12
計 12

②問4①で「導入している」場合、導入科目数は何科目ですか。

回答数
1　1～10科目 0
2　11～20科目 0
3　21科目以上 0
計 0

③問4①で「導入していない」場合、今後の予定について、1つ選んでください。

回答数
1　具体的な予定がある(※) 1 今後の予定

100%

1 導入してい

る

2 導入してい

ない

教科書等の導入

1　具体的な予定がある(※) 1
2　検討中 0
3　導入しない 1
4　未定 10
計 12

※　2015年4月頃

以上

9%

8%

83%

今後の予定
1 具体的な予定

がある(※)
2 検討中

3 導入しない

4 未定
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 相互利用参加館（公立図書館）紹介 ：白河市立図書館 

 

白河市立図書館の沿革 

 明治４２年（１９０９年）に旧白河町立図書館として仮開館した後、大正２年（１９１３年）、現在の白

河第一小学校舎内に町立図書館として認可され、蔵書規模は３，６０４冊でした。２０１３年の１２月

に開館１００周年が過ぎました。その後、町内を移転し昭和１５年（１９４０年）町役場に、昭和２２年

（１９４７年）には南湖神社に蔵書が移管されています。 

 昭和２４年（１９４９年）旧白河市制が施行（昭和３０年にかけて４町村２地区が合併）され、４月に

市立図書館として菖蒲沢に３，７５３冊の蔵書で開館し、同年５月には福島県立図書館白河分館

が併置されました。その後、昭和３１年（１９５６年）新蔵町に移転した後、昭和４４年（１９６９年）、待

望の旧白河市立図書館が手代町に新築・移設され、現在の白河市立図書館が開館するまでの４

２年間に亘り運営されました。その間、昭和５９年（１９８４年）に福島県立図書館白河分館は廃止

されました。 

 施設の老朽化と狭隘となった旧館は使いにくく利用も思わしくなく、その事に対し、建て替えを

求める広範な市民の声が高まる中で、新しい市立図書館建築は現実のものとなっていきました。 

 平成６年度（１９９４年度）、複合文化施設等の都市施設建設事業用地として、国鉄清算事業団

からJR白河駅前用地を市が取得した事が発端となり、その後の様々な個人・団体による協議検討

を通じて平成１７年（２００５年）新しい市立図書館の「基本構想・計画」は策定されました。 

 設計段階では建屋の配置関係を全面的に変更するなど大胆な論議を経て、建設に着手され、

平成２３年（２０１１年）７月２４日スタートした新しい白河市立図書館は、当初、４月３０日の開館を

目指して準備が進められていましたが、準備段階の 終盤に東日本大震災が発生し、計画を変

更せざるを得ませんでした。 

 開館後は、「基本構想・計画」で想定された来館者の目標値を大幅に上回り、市民の図書館

ニーズに充分応えると共に、駅前市街地の賑わい作り、活性化にも重要な役割を発揮していま

す。 

 平成１７年（２００５年）の合併時に設置されていた、旧３村（表郷、大信、東）の図書館、公民館

図書室も地域館として一体運営され、各地域のサービスポイントとして地域住民の図書館ニーズ

に応えています。 
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新しい市立図書館の運営の工夫を少しご紹介 

① カフェを設置し、エントランスや２階テラスでの飲食ができる。また、図書館館内でキャップつき容器

での飲料の持ち込を可能とし、水分補給とあわせリラックス効果も生み出すよう配慮した。 

② 身近な図書館として気軽な会話ができるよう、BGMを流し和やかな雰囲気を醸す。また、マスキング

効果も狙う。 

③ 蔵書構成を見直し、多様な読書要求にきめ細かく応えられるよう再構築する。 

④ 予約・リクエストを積極的にアピールし、迅速かつきめ細かな対応をおこなう。蔵書検索から在架予

約による取り置きを実施。 

⑤ 地元出版流通の要である書店との連携を強化・充実する。 

⑥ 資料調査・読書相談への対応を強化・充実し、読書や知りたいことで困ったら、図書館が頼れる場

所であることをアピールする。 

⑦ 複合施設としての「産業支援センター」、隣接する「白河商工会議所」との関連を視野に入れ、生業

に役立つ「産業支援コーナー」を設置する。 

⑧ １０代の若者たちの拠りどころとして、ティーンズコーナーを設置する。 

  

 

⑨ 子どもの読書要求に応え、読書の楽しさを伝える児童書コレクションを再構築する。また、子どもの

本のコーナーに、隣接した育児コーナーをおく。 

⑩ インターネット閲覧PCを設置しインターネットへのアクセスや有料オンラインデータベース提供サー

ビスを行う。NDLの図書館向けデジタル化資料送信サービスにも対応する。 

        

⑪ PC優先席を設置し、個人持込のPC等へのWi-Fi環境、電源の提供を行う。 
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トピックス：郡山女子大学のラーニングコモンズ開設 

 郡山女子大学では，平成26年度より62年館の2階と大学図書館の3階に「ラーニング

コモンズ」と呼ばれる場所を設置しました。ラーニングコモンズとは，学生が自ら考え自ら

行う，能動的な学修（これを「アクティブ・ラーニング」と呼びます）のために開放されてい

る場所です。能動的な学修をサポートするために必要な機器を整備しています。 

ラーニングコモンズⅠ（図書館3階）。 

グループワークでも使える，組み合わ

せ自在なミーティングチェアを20脚用

意しています。 

ラーニングコモンズⅠの電子黒板。パ

ソコンをつないでプロジェクターとして

も使用できます。 

 

ラーニングコモンズⅡ（62年館2階）に

はディスカッションや作業用のスペー

スとなる大きな机があります。 
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ラーニングコモンズは，学生による次のような利用を想定しています。 

(1) 共同で学ぶ 

(2) 自由にディスカッションする 

(3) プレゼンテーションの練習をする 

(4) イベントを企画・実施する 

(5) 休息する 

ラーニングコモンズⅡ（62年館2階）。 

ワイドな電子黒板を2台，通常のタイ

プを1台，ホワイトボードを1台準備し，

ゼミ形式，ディスカッション，プレゼン

テーションでの活用が期待されます。 

ラーニングコモンズⅡの一角に「ITサ

ポートルーム」を設置し，学生に1台

ずつ貸与しているノートパソコンの使

用法や，学生・教員のITに関するサ

ポートを行っています。 

ラーニングコモンズⅡにはプリンター

を2台設置し，学生のプレゼンテー

ションに使う資料の作成に便宜を図り

ます。 
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福島県内大学図書館連絡協議会会則 

 

制定 昭和６０年２月２８日 

改正 平成 ２年７月 ６日 

改正 平成 ５年７月 ９日 

改正 平成 ７年７月２５日 

改正 平成１２年７月１４日 

改正 平成１５年７月１１日 

改正 平成１６年８月 ６日 

改正 平成１７年８月 ５日 

改正 平成１８年８月２４日 

 

第１条 本会は、福島県内大学図書館連絡協議会（以下「協議会」という）と称する。 

第２条 協議会は、次の大学図書館及び福島県立図書館並びに福島工業高等専門学校図書館をもって組織する。 

 １ 会津大学情報センター 

 ２ 会津大学短期大学部附属図書館 

 ３ いわき明星大学図書館 

 ４ 奥羽大学図書館 

 ５ 郡山女子大学図書館 

 ６ 桜の聖母短期大学図書館情報センター 

 ７ 昌平図書館（東日本国際大学・いわき短期大学） 

 ８ 日本大学工学部図書館 

 ９ 福島県立医科大学附属学術情報センター 

 １０ 福島学院大学図書館情報センター 

 １１ 国立大学法人福島大学附属図書館 

第３条 協議会は、加盟館相互の緊密な連携と協力により、図書館の施設、管理、運営などについての進歩、改善を図ることに
よって、地域社会の進展に寄与することを目的とする。 

第４条 協議会は、前条の目的を達成するため、随時図書館に関する講習会の開催、その他必要と認める事業を行なうものとす
る。 

第５条 協議会の総会は年１回開催する。但し、必要に応じて臨時に開催することができる。 

 ２ 開催地については、原則として福島地区、郡山地区、いわき地区、会津地区とし、１か年交代とする。 

第６条 会務を処理するために、幹事館をおく。 

 ２ 当分の間、福島大学附属図書館を常任幹事館とする。 

３ 第５条第２項における開催地区の加盟館の中から、協議によって、年度幹事館を選出し、年度幹事館は当該年度総会その
他の事業運営を処理する。 

第７条 協議会の事務局は、常任幹事館内におく。 

第８条 協議会の運営に要する経費は、会費その他の収入をもってあてる。会費は年額５，０００円とし、会計年度は毎年４月１日
に始まり、翌年３月３１日に終わるものとする。 

附 則 この会則は、平成 ２年 ７月 ６日から施行する。 

附 則 この会則は、平成 ５年 ７月 ９日から施行する。 

附 則 この会則は、平成 ７年 ７月２５日から施行する。 

附 則 この会則は、平成１２年 ７月１４日から施行する。 

附 則 この会則は、平成１５年 ７月１１日から施行する。 

附 則 この会則は、平成１６年 ８月 ６日から施行する。 

附 則 この会則は、平成１７年 ８月 ５日から施行する。 

附 則 この会則は、平成１８年 ８月２４日から施行する。 
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福島県内大学図書館連絡協議会誌 第16号 

 

平成27（2015）年3月 発行 

編集担当：郡山女子大学図書館 

編集協力：いわき明星大学図書館 

       福島大学附属図書館 

発行：福島県内大学図書館連絡協議会 

 

（会則第７条についての申し合わせ） 

常任幹事館においては、会計処理、記録保存などの総合的会務を処理する事務局機能を担当し、年度幹事館は、常任幹事
館との密接な連携の下に、当該年度総会その他の事業実施事務を担当する。 

 

以上 
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